
二元配置分散分析  

 

1) 繰り返しのない二元配置の分散分析  

 

 

 

以下の画面で「従属変数」には”点数”を入れ，「固定因子」には独立変数である“教室”と“クラスサイズ”

を移します。移動したら「オプション」をクリックします。 

 
 

ツールバーから「分析」→「一般線型

モデル」→「1変量」と進みます。 



 

 

次に「作図」をクリックします。 

	
   
 

 

 

「表示」の中の“記述統計”，“効果サイズ

の推定値”，“等分散性の検定”にチェック

を入れて「続行」をクリックします。 



 
 

 

結果の出力（枠内は特に注意するところ） 

 

 

単純主効果の検定と多重比較のためのシンタックス  

＜参照＞竹原卓真 (2007). 『SPSSのススメ 1 ―2要因の分散分析をすべてカバー』 北大路書房 
 
UNIANOVA 点数 BY 教室 クラスサイズ 
  /METHOD=SSTYPE(3) 
  /INTERCEPT=INCLUDE 
  /PLOT=PROFILE(クラスサイズ*教室) 
  /EMMEANS=TABLES(クラスサイズ) COMPARE ADJ(BONFERRONI) 
  /EMMEANS=TABLES(教室*クラスサイズ) COMPARE(教室) ADJ(BONFERRONI) 
  /EMMEANS=TABLES(教室*クラスサイズ) COMPARE(クラスサイズ) ADJ(BONFERRONI) 
  /PRINT=ETASQ DESCRIPTIVE 
  /CRITERIA=ALPHA(.05) 
  /DESIGN=教室 クラスサイズ 教室*クラスサイズ. 

横軸に“クラスサイズ”，線の定義変数に

“教室”を移して，「追加」を選び，「続行」

をクリックし，元の画面で「OK」をクリ

ックすると分析結果が出力されます。 



クラスサイズにおける教室の単純主効果の検定結果（教室は 2水準なので多重比較はなし）  

 

 

 

教室におけるクラスサイズの単純主効果  

 
 

 

 



教室におけるクラスサイズの各水準の多重比較検定結果  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2) 繰り返しのある二元配置の分散分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールバーから「分析」→「一般線型

モデル」→「反復測定」と進みます。 

「被験者内因子」（繰り返しありの要

因）を設定します。「被験者内因子名」

にテスト実施時期を示す名前として，

時間 と入力しておきます。「水準数」

は事前，事後，遅延の 3水準ですので，

3 と入力し，「追加」をクリックしま

す。 



以下では「被験者内変数」に事前(1)，事後(2)，遅延(3)となるように移動します。次に「被験者間因子」

に「指導法」を移動します。そして，「オプション」をクリックします。 

 

 

 

「表示」の中の“記述統計”，“効果サ

イズの推定値”，“等分散性の検定”に

チェックを入れて「続行」をクリッ

クします。 



作図をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横軸に“時間”，線の定義変数に“指導法”

を移して，「追加」を選んで，「続行」を

クリックし，元の画面で「OK」をクリ

ックすると分析結果が出力されます。 



結果の出力（枠内は特に注意するところ） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

単純主効果の検定と多重比較のためのシンタックス  

＜参照＞竹原卓真 (2007). 『SPSSのススメ 1 ―2要因の分散分析をすべてカバー』 北大路書房 

 

 

*繰り返しありの要因の単純主効果. 

MANOVA 事前 事後 遅延 BY 指導法(1,2) 

 /WSFACTORS = 時間(3) 

 /PRINT = SIGNIF(AVONLY) 

 /DESIGN = MWITHIN 指導法(1), MWITHIN 指導法(2). 

 

 

*繰り返しありの要因の多重比較. 

MANOVA 事前 事後 遅延 BY 指導法(1,2) 

 /NOPRINT = SIGNIF(MULTIV) 

 /ERROR = WITHIN 

 /TRANSFORM(事前 事後 遅延) = SIMPLE(1) 

 /RENAME = 無視, 事後_事前, 遅延_事前 

 /DESIGN = MWITHIN 指導法(1), MWITHIN 指導法(2) 

 /TRANSFORM(事前 事後 遅延) = SIMPLE(2) 

 /RENAME = 無視, 事前_事後, 遅延_事後 

 /DESIGN = MWITHIN 指導法(1), MWITHIN 指導法(2). 

 

 

*繰り返しなしの要因の単純主効果. 

MANOVA 事前 事後 遅延 BY 指導法(1,2) 

 /WSFACTORS = 時間(3) 

 /PRINT = SIGNIF(AVONLY) 

 /WSDESIGN  = MWITHIN 時間(1), MWITHIN 時間(2), MWITHIN 時間(3). 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

指導法における時間の単純主効果の検定結果  

 

 

 

指導法における時間の各水準の多重比較検定結果  

 
 

 

 



 

時間における指導法の単純主効果の検定結果  

 


